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問３ その他（自由意見のとりまとめ）

（１）今後の公共交通のあり方について

・将来、車を運転できなくなった時に、通院や買物など日常交通を確保するために公共交

通は重要である。

・公共交通を充実して欲しい。

・乗合タクシー、巡回バスなどきめ細かなサービスを期待する。

・病院とＡコープのみが低価格で利用できる制度が良い。

（２）ＪＲについて

・ＪＲは特急を停車して欲しい。

・駅舎の階段がつらいです。

（３）中央バス路線について

・中央バス路線は岩見沢まで延長して欲しい。美唄間を運行して欲しい（増便）。

・中央バス路線は便数が少ない。増便して欲しい。

・中央バスについて、滝川間の夕方便を充実して欲しい。

・中央バス路線は１時から３時を増便して欲しい。

（４）一般タクシーについて

・一般タクシーが足りない。

・車の運転をやめるとタクシーしかなく、毎月交通費が高額になるので大変である。

・タクシーの割引券があれば良いです。

（５）町営バス路線について

・町営バスの維持

町営バスは便利だ。町営バスは私の足である。

・増便

町営バス路線は便数が少ない。

・車両の小型化、コスト縮減

町営バスは車両を小型化して、コスト縮減して欲しい。大きなバスに５，６人は気の毒

です。ワゴン車が良いのではないか。

・車両のバリアフリー化

足腰が弱く高いバスでは不安で、低床バスを希望する。町営バスのステップが高い。

・バス待合所の環境改善

コミュニティ会館をバス停にして欲しい。屋根付きのバス待合所が欲しい。

・その他

砂川市立病院まで送迎バスを希望する。バスの無料化は絶対に駄目です。町営バスとＪ

Ｒとの乗継ぎを図ってください。
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（６）巡回バスについて

・通院や買物などで巡回バスがあればいい。

（７）スクールバスについて

・スクールバスを活用して欲しい。

（８）乗合タクシーについて

・今後の高齢化には、タクシーよりも低料金な乗合タクシーが必要である。

・福祉バスの乗合タクシー化をして欲しい。

・自宅前送迎の乗合タクシーが良い。

・バスの乗降は無理なので、乗合タクシーが良い。

・乗合タクシーのような公共交通があれば免許返納が進むのではないか。

・自宅を停留所についてはどうか。


